
生

計

困

難

者

の

介
護
保
険
料
を
減
免

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

現
況
届
の
提
出
を

戦
没
者
等
の
妻
・

戦
没
者
の
父
母
等

特
別
給
付
金
の
請
求
を

第
28
回

市

民

ま

つ

り

参

加

団

体

募

集

国
民
健
康
保
険

て
納
付
す
る
介
護
納
付
金
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
15

年
度
国
保
税
の
介
護
保
険
分
の

税
率
が
所
得
割
額
０
・
70
％
か

ら
０
・
85
％
に
、
均
等
割
額
８

千
６
百
円
か
ら
１
万
円
に
、
課

税
限
度
額
が
７
万
円
か
ら
８
万

円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

Ω
国
保
税
所
得
割
額
の
算
定
方

法
の
見
直
し

い
る
公
的
年
金
に
つ
い
て
、
公

的
年
金
等
控
除
額
に
上
乗
せ
さ

れ
て
い
る
上
限
17
万
円
の
特
別

控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

·
青
色
事
業
専
従
者
給
与
等
控

除
の
適
用

青
色
事
業
専
従
者
給
与
お
よ

び
事
業
専
従
者
控
除
が
必
要
経

費
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
必
要
経
費
に
算
入
し

た
青
色
事
業
専
従
者
給
与
額
な

ど
は
、
そ
の
青
色
事
業
専
従
者

お
よ
び
事
業
専
従
者
の
そ
の
年

分
の
給
与
収
入
金
額
に
な
り
ま

す
。

‚
長
期
譲
渡
所
得
等
特
別
控
除

の
適
用

土
地
・
建
物
な
ど
を
譲
渡
し

た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
等
特

別
控
除
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
３
０

Ω
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
な

ど
と
は

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な

ど
、
第
三
者
（
他
人
）
の
行
為

が
原
因
で
負
傷
し
た
り
、
病
気

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
第
三

者
行
為
に
よ
る
傷
病
な
ど
と
い

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
医
療
費

は
、
被
害
者
に
過
失
が
な
い
か

ぎ
り
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が

全
額
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

Ω
国
保
に
届
け
出
を

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
な

ど
の
治
療
に
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
を
使
う
と
き
は
、
必
ず

問
合
せ
先
へ
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
国
保
を
使
う
と
、
本

来
、
第
三
者
が
負
担
す
べ
き
医

療
費
を
国
保
が
一
時
的
に
立
て

替
え
、
あ
と
か
ら
立
て
替
え
た

分
を
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

届
け
出
が
な
い
と
、
国
保
で

は
発
見
が
遅
れ
、
加
害
者
に
医

療
費
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

国
保
の
医
療
費
は
、
加
入
者
の

国
保
税
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
大
切
な
財
源
を
有
効

市
内
に
居
住
し
、
市
内
ま
た

は
隣
接
市
で
健
全
な
事
業
を
営

む
個
人
経
営
者
、
お
よ
び
市
内

事
業
所
で
事
業
を
営
む
法
人
小

規
模
企
業
者
を

対
象
に
、
経
営

上
必
要
な
資
金

を
年
利
０
・
81

％
で
融
資
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
市
内

の
同
一
事
業
所

に
５
年
以
上
勤

務
し
て
い
た
方

が
、
独
立
開
業

（

の

れ

ん

分

け
）
す
る
場

合
、
開
業
に
必

要
な
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
も

行
っ
て
い
ま

す
。

平成１５（2003）.６.５ 2

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保

税
）
の
税
額
は
、
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る

皆
さ
ん
が
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
と
き
の
医
療
費
や
出
産
一
時

金
な
ど
の
費
用
に
充
て
ら
れ
る

医
療
保
険
分
（
基
礎
課
税
額
）

と
介
護
保
険
の
費
用
に
充
て
ら

れ
る
介
護
保
険
分
（
介
護
納
付

金
課
税
額
）
の
合
算
額
で
す
。

介
護
保
険
分
は
、
国
保
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
（
介
護
保
険
第
２
号
被

保
険
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯

主
で
す
。

Ω
介
護
保
険
分
の
税
率
改
正

全
国
一
律
の
基
準
に
基
づ
い

地
方
税
法
の

改
正
に
伴
い
、

平
成
15
年
度
か

ら
国
保
税
所
得

割
額
の
所
得
を

個
人
住
民
税
の

所
得
の
計
算
方

法
と
同
様
と
す

る
見
直
し
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

fl
給
与
所
得
特

別
控
除
の
廃
止

給
与
所
得
に

つ
い
て
、
上
乗

せ
控
除
の
上
限

２
万
円
の
特
別

控
除
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

‡
公
的
年
金
等

特
別
控
除
の
廃

止
65
歳
以
上
の

方
が
受
給
し
て

国保税の計算のしくみ
医療保険分(基礎課税額・課税限度額51万円)

均等割額
１人当たり
年間
13,500円×
加入者数

介護保険分(介護納付金課税額・課税限度額８万円)

均等割額
１人当たり年間10,000円
　　　　　×２号被保険者数

所得割額
14年分総所得金額－
基礎控除額(33万円)×0.85％

平等割額
１世帯当たり
年間
8,000円

15年度
基礎課税額
(年額)

15年度
介護納付金課税額

(年額)

所得割額
14年分総所得
金額－基礎控
除額(33万円)
×4.95％

資産割額
15年度
固定資産税額
(土地・家屋分)
×23％

(改正前:課税限度額７万円、均等割額１人当たり年間8,600円、所得割額0.70％)

＋ ＋ ＋ ＝

＋ ＝

市
で
は
、平
成
15
年
度
か
ら
、

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
方
）
の
う
ち
、
低
所
得
者
で

特
に
生
計
が
困
難
な
方
の
介
護

保
険
料
（
特
別
徴
収
・
普
通
徴

収
）
を
軽
減
し
ま
す
。
保
険
料

現
在
、
児
童
手
当
（
特
例
給

付
を
含
む
）
、
児
童
育
成
手
当

（
育
成
手
当
、
障
害
手
当
）
、

小
平
市
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
６
月

27
日
（
金
）
ま
で
に
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届

の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
以
降

の
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
現

況
届
の
用
紙
は
５
月
下
旬
に
送

付
し
ま
し
た
。

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
の
現
況
届
の
提
出
は
８

月
で
す
（
８
月
初
旬
に
通
知
し

ま
す
）。

提
出
先

児
童
課
、
東
部
・
西

部
出
張
所
、
動
く
市
役
所

※
６
月
21
日
（
土
）
・
22
日

（
日
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
、
市
役
所
２
階
児
童

課
で
、
現
況
届
の
受
付
の
み
行

い
ま
す
。

※
今
月
は
、
児
童
手
当
（
特
例

給
付
を
含
む
）
、
児
童
育
成
手

当
、
小
平
市
心
身
障
害
児
福
祉

手
当
の
支
給
月
で
す
。

問
合
せ

児
童
課
ò
042
（
３
４

６
）
９
５
４
４

現
在
、
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
５

月
30
日
付
で
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
現
況
届
を
送
付
し
ま
し
た

の
で
、
６
月
30
日
（
月
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
現
在
手
当

を
受
け
て
い
る
方
が
、
引
き
続

き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
決
め
る
大
切
な
も
の
で

す
。
提
出
の
な
い
場
合
、
手
当

の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

障
害
者
福
祉
課
（
健

康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
U
内
）
ò

042
（
３
４
６
）
９
５
４
０

「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
」
第
22
回
い
号

（
２
百
万
円
）
お
よ
び
「
戦
没

者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給

付
金
」
第
21
回
い
号
（
百
万
円
）

の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い

て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

福
祉
計
画
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
３
７

小口事業資金融資

※運転資金に限り、前回までの融資額を除いた額を限度として追加融資ができます。

申込限度額 700万円以内 600万円以内 600万円以内

５年以内 ７年以内 ７年以内

６か月 ６(12)か月 12か月

種　　別 運 転 資 金 設 備 資 金 独立開業(のれん分け)
資　金

融 資 期 間

据 置 期 間

利　　　率 年0.81％(市利子補給差引後)

据置期間経過後、月賦償還

月曜～金曜日(祝日を除く)午前８時30分～午後５時
東京信用保証協会利用の場合、締め切り無し
保証人をたてる場合、毎月10日
東京信用保証協会利用の場合、保証取り付け次第
保証人をたてた場合、締め切り後20～25日程度

返 済 方 法

申 込 受 付

申 込 締 切

融資の実行

Ω
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
補
助

者
・
児
童
の
介
助
者

職
務
内
容

市
立
小
学
校
に
併

設
し
て
い
る
学
童
ク
ラ
ブ
で
の

小
学
校
低
学
年
児
童
の
保
育

応
募
資
格

18
歳
以
上
の
健
康

な
方
お
よ
び
障
害
児
な
ど
に
理

解
の
あ
る
方（
高
校
生
を
除
く
）

勤
務
期
間

７
月
22
日
（
火
）

〜
８
月
29
日
（
金
）

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
。

勤
務
時
間

fl
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
１
時
30
分

‡
午
後
１
時
〜
６
時

·
午
後
４
時
〜
６
時

募
集
人
数

fl
〜
·
い
ず
れ
も

20
人
程
度

※
採
用
者
に
は
、
後
日
、
事
前

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

賃
　
金

時
給
８
百
90
円

申
込
み

履
歴
書
（
写
真
を
は

っ
た
も
の
）
を
問
合
せ
先
へ
本

人
が
持
参

問
合
せ

児
童
課
ò
042
（
３
４

６
）
９
５
４
３

朝
食
の
大
切
さ
を
普
及
す
る

こ
と
を
目
的
に
簡
単
オ
リ
ジ
ナ

ル
朝
食
メ
ニ
ュ
U
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
の
あ
っ
た
メ
ニ
ュ
U

は
、
広
く
ご
家
庭
に
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
市
の
講
習
会
な
ど

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

テ
U
マ

体
が
よ
ろ
こ
ぶ
　
簡

単
・
朝
食
メ
ニ
ュ
U
（
簡
単
で

野
菜
を
使
っ
た
朝
食
メ
ニ
ュ

U
）

応
募
資
格

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

申
込
み

６
月
30
日
（
月
）
ま

で
（
必
着
）
に
、
所
定
の
応
募

用
紙
（
問
合
せ
先
に
あ
り
ま

す
）
に
記
入
の
う
え
、
出
来
上

が
り
の
絵
ま
た
は
写
真
を
添
付

し
、
問
合
せ
先
、
市
立
小
学

校
・
保
育
園
の
各
栄
養
士
ま
た

は
担
当
へ
（
送
付
可
）

※
入
賞
作
品
の
審
査
結
果
は
、

本
人
に
直
接
連
絡
し
、
市
報
、

ホ
U
ム
ペ
U
ジ
な
ど
で
公
表
し

ま
す
。

問
合
せ

健
康
セ
ン
タ
U
（
〒

187
―
０
０
４
３
　
学
園
東
町
一

丁
目
19
番
12
号
）
ò
042
（
３
４

６
）
３
７
０
０
、
多
摩
小
平
保

健
所
栄
養
指
導
係
（
〒
187
―
０

０
０
２
　
花
小
金
井
一
丁
目
31

番
24
号
）
ò
０
４
２
４
（
50
）

３
１
１
１

今
年
の
市
民
ま
つ
り
は
、
10

月
19
日
（
日
）
に
開
催
の
予
定

で
す
。
市
民
ま
つ
り
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
つ
く
る
「
ま
つ

り
」
で
す
。
楽
し
い
ア
イ
デ
ア

を
結
集
し
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る

市
民
ま
つ
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

募
集
内
容

民
踊
流
し
踊
り
、

パ
レ
U
ド
、
み
こ
し
、
舞
台
演

芸
、
奉
仕
活
動
、
ち
び
っ
子
広

場
で
の
催
し
、
大
道
芸
ほ
か

※
模
擬
店
（
販
売
関
係
）
の
募

集
は
、
８
月
下
旬
の
予
定
で

す
。

申
込
み

６
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
、
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
市
民
生
活
課
内
）

へ
ò
042
（
３
４
６
）
９
５
３
２

児

童

手

当

・

児

童

育

成

手

当

・

小

平

市

心

身

障

害

児

福

祉

手

当

現

況

届

の

提

出

を

交

通

事

故

な

ど

に
よ
る
傷
病
な
ど
の

治
療
に
は
届
け
出
を

夏

休

み

臨

時

職

員

募

集

小

口

事

業

資

金

融

資

あ

っ

せ

ん

な
お
、
保
証
人
の
代
わ
り
に

東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を

取
り
付
け
る
制
度
も
あ
り
、
こ

の
場
合
は
保
証
料
の
一
部
（
３

万
５
千
円
ま
で
は
全
額
）
を
市

で
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

産
業
振
興
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
３
４

に
使
う
た
め
に
も
、
必
ず
問
合

せ
先
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

Ω
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が

交
通
事
故
に
あ
い
、
加
害
者
か

ら
す
ぐ
に
損
害
賠
償
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、
問
合
せ
先
へ

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
保
扱
い
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

印
鑑
、
交
通
事
故
証
明
書
で

す
。

Ω
示
談
は
慎
重
に

示
談
の
内
容
は
、
国
保
の
収

支
に
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
で

な
く
、
被
害
者
へ
の
補
償
に
も

影
響
し
ま
す
の
で
、
示
談
を
結

ぶ
前
に
問
合
せ
先
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
２
９

の
減
免
割
合
は
、
第
１
段
階
で

２
分
の
１
、
第
２
段
階
で
３
分

の
１
で
す
。

対
　
象

次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
方

▽
保
険
料
徴
収
の
所
得
段
階
が

第
１
（
生
活
保
護
受
給
者
を
除

く
）
ま
た
は
第
２
段
階

▽
世
帯
員
の
前
年
の
収
入
の
合

計
額
が
基
準
収
入
額
（
一
人
世

帯
の
場
合
は
百
20
万
円
、
世
帯

構
成
員
が
一
人
増
え
る
ご
と
に

50
万
円
を
加
算
）
以
下

▽
世
帯
員
の
預
貯
金
額
の
合
計

が
基
準
収
入
額
以
下

▽
そ
の
ほ
か
市
で
定
め
る
基
準

に
該
当

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙

に
記
入
の
う
え
、
関
係
書
類
を

添
え
て
問
合
せ
先
へ
提
出

※
災
害
な
ど
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

介
護
保
険
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
１
０


